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都道府県労働局労働基準部長 殿 

厚生労働省労働基準局 

労災補償部補償課長 

義肢の断 端 袋の支給に係る 事務の取扱いについて 

義肢の断鞘袋に 係る支給枚数の 基準については、 平成 1 3 年 7 月 1 7 日付け 

基 登第 6 5 0 号「「労働福祉事業実施要綱の 全面改正について」の 一部改正に 

ついて」をもって 改正されたところであ るが、 その支給に係る 事務処理につい 

ては下記の事項に 留意されたい。 

- 己 

義肢の断 端袋は ついては、 従来、 義足用は年間 6 枚、 義手用は年間 4 枚を支 

給していたところであ るが、 今回の改正により、 年間の上限額の 範囲内で必要 

な 枚数を支給することとされたことから、 今後、 義肢の断 端 袋を支給する 際に 

は、 次により牢問の 上限額の範囲内であ ることの確認を 行 う こと。 

1  義肢の断 端 袋を支給する 際は、 労働福祉事業原票の「備考」欄にその 断端 

袋 に係る費用の 額を記載しておくこと。 

2  義肢の断 端 袋の支給の申請があ った場合は 、 既に支給 済 の 断端袋 に係る交 

行年月日及び 断端 袋の費用の額を 労働福祉事業原票より 確認した上で、 支給 

の有無を判断すること。 


